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論文題目 
Low lymphatic pumping pressure in the legs is associated with leg edema and lower 








態との関連を検討する手始めとして、下肢のむくみ及び quality of life (QOL) との
関連を検討した。本学の倫理委員会の承認を得た後、重篤な全身性疾患や局所的
な静脈およびリンパの疾患を除外した健常ボランティア 465 人 (男性 78 人、女性





い群  (n=418) では有意差を認めなかった  (20.4±12.7 vs. 23.3±15.6 mmHg, 
p=0.23)。しかし対象をリンパポンプ圧により、両下肢とも 40 mmHg 以上群 (good: 
n=100)、どちらかの下肢が 20-40 mmHg 群 (moderate: n=314)、両下肢とも 20 
mmHg 以下群 (poor: n=51) の 3 群にわけると、むくみの自覚の頻度はそれぞれ 
4.0%、11.1%、15.7% と、3 群間で有意差 (P=0.044) を認めた。さらに poor 群で
は、physical functioning、general health 等で示される QOL の低下を認めた。また、
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